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（５）樹園地のかんがい

① 樹園地やかんがい方法については、地区の作物、土壌、地形及び経営、スプ

リンクラー等の既存施設の有無等から適切なかんがい方法を選択する必要が

ある。特に、省力樹形は密植する樹形の特性上、水管理のためのかん水設備を

必要とするため、導入する樹形の特性により、かん水設備の計画を併せて行う

必要がある。  

[資料８(５)－１ かんきつ類の根圏制御（根域制限）栽培技術における標準的な栽

植様式と必要な設備例] 

[資料８(５)－２ 多目的スプリンクラーによる省力管理（埼玉県）] 

② 樹園地のかんがいには、地表に設置されたドリップエミッター又はドリップ

チューブから減圧された小さな流量で、連続的に根群域の土壌に用水を滴下供

給する点滴かんがい（ドリップかんがい）方式がある。  

近年、マルチ（地表を防水・透湿性マルチシート）で覆って、その下に点滴

（ドリップ）チューブを配置し、適切な養水分管理によって高品質果実の割合

を高めるマルドリ方式が導入されている。適度な水分ストレス管理による果実

の品質向上やかん水・施肥労力の低減、マルチによる抑草効果で除草作業の省

力化に効果を発揮している。  

[資料８(５)－３ 通信型マルドリの事例] 

 [資料８(５)－４ 「『団地型マルドリ方式』導入の手引き」の紹介] 

③ スプリンクラーかんがいを行っている樹園地において、 ＩＣＴ水管理システム

を導入するに当たっては、ほ場の土壌水分や気象データが必要となるほか、同

一水系内での利用者間の調整等が必要となる場合もあることからデータ共有

システムを導入することが有効である。

中央管理所に各ファームポンドの送水先のほ場の土壌水分や気象計測デー

タを集約して農家へ配信、農家がインターネットを介して末端給水栓を遠隔操

作する統合的なシステムを実証した事例もある。  

統合システムの導入に当たっては、どの程度の ＩＣＴ化が効果的であるか農家

の意見や経済性等も踏まえて総合的に検討することが必要であり、システムを

分ける方が経済的である場合もあるので留意する。落雷などによる各通信制御

設備等への影響についても考慮し、必要に応じて避雷等の対策を行うことが肝

要である。  

[資料８(５)－５ 国営南紀用水地区（和歌山県）の事例] 
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○資料８(５)－１ かんきつ類の根圏制御（根域制限）栽培技術における標準的な栽植

様式と必要な設備例

出典：「省力樹形の例（かんきつ類、りんご、ぶどう、なし、もも、かき）」 

（令和元年 12 月） （農林水産省） 
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〇資料８(５)－２ 多目的スプリンクラーによる省力管理（埼玉県） 

 

出典：「多目的スプリンクラーによるナシ園の省力管理マニュアル」（埼玉県農業技術研

究センター） 

(ｽﾋﾟｰﾄﾞｽﾌﾟﾚｲﾔｰ) 
(ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ) 
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○資料８(５)－３ 通信型マルドリの事例 

資料：アグリビジネス創出フェア資料（令和３年 11 月 25 日）（山口県産業技術センター） 

 

 
130



95 
 

○資料８(５)－４「『団地型マルドリ方式』導入の手引き」の紹介 

 

出典：「「団地型マルドリ方式」導入の手引き」（令和３年２月） 

（農研機構西日本農業研究センター） 
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○資料８(５)－５ 国営南紀用水地区の事例（和歌山県） 

インター
ネット

受益農家

（システム構成図）

（イメージ）
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